
 

平成２３年度事業報告書 

 近年における少子高齢社会の伸展は、社会保障費の増大を招き、これを抑制するため介護保険給付費や障害サービス費用の単価切り下

げ等をせざるを得ず、福祉を取り巻く環境は依然厳しい状況が続いています。 

 平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災から一年がたちましたが復興に向けて、難題が山積しています。原発の稼働、原発に代

わるエネルギー、放射能汚染の対策等国を挙げ、地域を挙げ、今後の日本の在り方、地方自治他の在り方までが問われるような状況です。。 

このような社会状況にあって、福祉の充実を図りさまざまな人たちが共に支え合い助け合いながら、援助を必要とする人と共に生きる

地域社会の実現を目指して、各種の福祉施策を推進していくことが強く求められています。 

 このため、社会福祉協議会は、地域社会福祉活動の推進や在宅サービス等の活動をはじめ、藤岡市はもとより関係機関や団体等との緊

密な連携を図りながら、以下の事業を実施いたしました。 

 

１．会員の状況     

   ・普通会員数       １９，６７７世帯 (昨年比 ＋１２１) 

   ・賛助会員数          ３２８世帯 (昨年比 △２９) 

   ・特別賛助会費納入者数     ３３６社 (昨年比 △１) 

 

２．会議開催状況 

   ・理事会             ５回 

   ・評議員会            ３回 

   ・監査会             １回 

   ・広報委員会           ３回 

 

 



３．広報活動 

年３回発行する「社協だより」と共に、市広報に掲載を依頼して福祉事業のピーアールに努めました。  

４．指導・育成 

   （１）役員の研修については会議等を通して資質や知識の向上に努めました。 

      ボランティアについても資質の向上とグループ間の交流を深めるため、各種講習会、研修会等を開催して、指導、育成に努

めました。 

 

（２）ボランティア養成講座を開催して、その育成に努めました。 

   ◇手話通訳奉仕者養成講座   ５３日（入門・基礎）   延べ ３８８人参加（修了証:入門１０人 基礎講座５人） 

   ◇点訳奉仕者養成講座      ３日          延べ   ６人参加 

 

５．地域福祉活動  心配ごと相談や結婚相談を定期的に開催して、社会不安の解消や結婚活動の相談等に努めました。 

事  業  名 開 催 日 数 相 談 件 数 紹 介 件 数 成 立 件 数 

心配ごと相談事業 ４９日 １６８件   

結婚相談事業         ３６日     ６６９件 ３８件 ０件 

  ＊結婚相談では、１組のカップルが成立し入籍に至りました。 

 

６．ボランティアセンター   

   市民の善意に基づく金品の寄付を受けて、長期入院・入所者に慰問品を贈呈して地域福祉の増進に努めました。 

    ◇一般寄付               ２５件     １，８４４，１６９円 

    ◇愛の募金                １件        １０，６３４円 

    ◇物  品               ３０件         １，８３５点 



７．福祉関係団体助成 

   福祉関係団体等との連携を図って活動の推進に努めると共に、区長会、民児協、連合婦人会、身障連、子ども会育成会、保育部会

に助成を行いました。 

 

８．老人給食 

   ６５歳以上の市内に子のいないひとり暮らしの老人５２名に対して、ボランティアによる毎月４回の無料の老人給食サービスを実 

施しました。なお、９月より鬼石地区でも新たに開始しました。 

      給食サービスの日数        ４５日        延べ給食数  １，９９３食 

 

９．在宅介護サービス 

  （１）介護保険サービス 

      ◇栗 須 

       ・居宅介護支援（ケアマネジャー）   ２３９日   延べ  ２，１８１人作成（ケアプラン） 

・訪問介護（ホームヘルパー）     ２５８日   延べ  ６，１０７回訪問  

       ・通所介護（デイサービス）      ３０３日   延べ  ６，６５４人利用         

◇鬼 石 

       ・通所介護（デイサービス）      ２５３日   延べ  ３，３６２人利用  

 

  （２）介護保険外サービス 

       ・在宅介護支援センター（栗須）    ３６６日   延べ    ８０１回訪問 

       ・在宅介護支援センター（鬼石）    ３６６日   延べ    １，０２０回訪問 

              ・訪問介護(ホームヘルパー)       ２５９日   延べ    １，１２５回訪問 

       ・通所介護(デイサービス)        ３０３日   延べ    １４１人通所 

            ・介護タクシー                       ２３９日    延べ  ２，２９３回稼働 



10．高齢者自立センター事業及び日常生活自立支援事業 

      ◇高齢者自立センター藤岡  介護認定審査の結果、非該当者で介護予防が必要と認められた高齢者を対象に事業を推進し

ました。 

       ・デイサービス事業        １９７日    延利用者数   １，８４７人 

       ・ホームヘルプ事業        ２４４日    延利用者数     ４４９人 

       ・機能回復訓練           ５０日    延利用者数      ８２人 

       ・転倒骨折予防           ４７日    延利用者数     ３７３人 

       ・介護教室              ３日    延利用者数        ９人 

      ◇高齢者自立センター鬼石  介護認定審査の非該当者で介護予防が必要と認められた高齢者を対象に事業を推進しました。 

       ・デイサービス事業        １８８日    延利用者数     ８５７人 

       ・ホームヘルプ事業        １４３日    延利用者数     ２４３人 

       ・転倒骨折予防           ４７日    延利用者数     １８５人 

        

◇ 日常生活自立支援事業  認知症高齢者、知的障害者、精神障害者など判断能力が不十分な方を支援するサービスです。 

・相談件数            ６５８件    契約件数 ９件(認知８件 知的１件)  利用件数 ３１件 

・登録支援員数           １９人    稼働時間７３８時間  (賃金７００円/時間) 

・延べ利用者数          ３２４人    賃金７００円/時間 

    

11．栗須の郷並びにゆったり館運営事業  市民に浴場の利用やレクリェーションの場等を提供して、市民福祉の向上に努めました。 

◇栗須の郷         開館日数２９８日     利用者数 ７６，３２８人 (市内利用 56,378人，74％) 

◇ゆったり館        開館日 ２０３日     利用者数  ６，９１９人 (65才以上の者 5,166人 74.7％) 

  

    

 



12. ミニデイサービス事業   

概ね７５歳以上の高齢者を対象に市内６１会場でミニデイサービスを開催し、地域に暮らす高齢者の介護予防に努めまし

た。  ・年間利用者延べ数７，１１１人  述べ年間開催数７２５会場  会場数６１ヶ所  利用料３００円(月 1回) 

 

13．学童保育所運営事業  仕事などの事情で昼間保護者がいない家庭の児童を預かる学童保育所の運営を市から受託して行いました。 

◇平井・日野学童保育所    開館日数  ２９７日  学童保育登録者数  ４７人（夏休み期間中利用を含む） 

 

14．歳末助け合い運動  「みんなで支え合う温かい地域づくり」を目指して、毎戸１００円以上の助け合い募金をお願いしました。 

地区名  平成２３年度 （円） 平成２２年度 （円） 前年対比  （円） 

藤  岡 ４４４，１６０ ４４７，０８０ △２，９２０ 

神  流 ２６１，３００ ２６４，４００ △３，１００ 

小  野 ３４７，８００ ３５５，０００ △７，２００ 

美 土 里 ２５９，２００ ２５６，４２７ ２，７７３ 

美 九 里 １６２，０００ １６２，１００  △１００ 

平  井 １２６，０００ １２５，４００  ６００ 

日  野 ６１，０００ ６２，８００   △１，８００ 

鬼  石 ２４０，３６２ ２２８，８１５ １１，５４７ 

合  計 １，９０１，８２２ １，９０２，０２２ ２００ 

 

 

 

 

 



15. 各種援助活動  生活困窮者等の弱者を対象に相談支援や資金貸付を行い安定した生活が送れるよう制度の推進に努めました。 

 貸付件数 相談件数 

総合支援資金(離職者支援資金含む) ３ ３３ 

福   祉   費 １ ２９ 

緊急小口資金   ９ ６１ 

教育支援資金 １ １４ 

不動産担保型生活支援資金 ０  ０ 

要保護世帯向け不動産担保型生活支援資金 ０   ５ 

臨時特例つなぎ資金 ０   ４ 

特例緊急小口資金 ２ １１ 

合   計 1６ １５７ 

   ・藤岡市社協の独自制度 

社協貸付制度による小口生活資金貸付 ３５ ８３ 

社協緊急時食料支援  ０  ０ 

 

（２）災害見舞い（火災）      ２件        ２０，０００円(見舞金規程 全焼 10,000円 半焼 5,000円) 

         （台風被害）     ０件               ０円 

 

  （３）行路者救済         １０件         ３，０００円(1件 300円) 

 

16．老人福祉車の一部購入補助事業   高齢者の日常生活を支援するため、老人福祉車の購入に助成して老人福祉向上に努めました。 

                   補助台数  ５０台  金額２５０，０００円 

 

17．介護慰労金受給者激励品贈呈事業          人   数         ４８人 



18．収益事業 

 （１）福祉バザーの開催 

  １２月１１日(日)市民ホールを会場に区長会、民生・児童委員協議会、連合婦人会、ボランティア連絡協議会と福祉バザーを行いま

した。              

・バザーの提供物品数   ４，１９７点      売上金額 ８４４，１５０円   

 （２）自動販売機清涼飲料売り上げ代   

           収 益 金      ２０２，５１５円 

 

19．福祉教育推進事業 

 （１）児童・生徒が体験学習の機会を通じて社会福祉への理解と関心を高め、日常生活場面での相互扶助、社会連帯が大切なことを認

識させるため小・中学校を対象に福祉教育の推進を図りました。  

・県及び市社協指定   群馬県立藤岡市中央高等学校 （期間 平成２２年度より３ヶ年） 

・県学童・生徒のボランティア活動普及事業の指定(地域指定福祉協力校モデル事業) 

西中学校区            （期間 平成２１年度より３ヶ年） 

 

（２）実習生の受け入れ  本市出身者を中心に受入に努めました。 

 


